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コスト削減
ではなく、
『文化力』による立て直しを‐

地域
の文化力で
『小さ
いからこそ輝く自治体』

５
月

２６

・
２７
日
の
両

日
、
東
川
町
に
お
い
て

「
全
国
小
さ
く
て
も
輝

く
自
治
体

フ
オ
ー
ラ

ム
一
が
開
催
さ
れ
　
沖

縄
か
ら
北
海
道
ま
で
町

村
長
　
議
員
や
自
治
体

職
員
な
ど
全
国
か
ら
、

３
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

記
念
講
演
は
、
資
生

堂

名
誉
会

長

の
福

原

義
春

氏

の

『
内

か
ら

輝

く
自
治
体

を

つ
く

る
』

で
す
。

日
本

は
　
〈
「

『
　
幸

せ
』
と

感
じ
る

国
民
が

番
少

な

い
国

に
」
一な
っ

た
。
社

会

の
劣

化
、
組

織

の
劣

化
、
リ

ー
ダ
ー

の
劣
化

が
顕
著
。

日

本

の
現
状

は
、
大

資
本
に

よ
る
質

の
平
準

化
～
劣

化
と
も

い
え

′つ
．個

性
　
多
様
が
喪
失

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

今
　
地
域
を
立
て
直
す

力
は
、
「
文
化
力
」
し
か

な

い
。

文
化
力
＝
地
域

の
人

間
力
．
個
性
や
多
様
性

を
活
か
し

『
全
員
参

加
』

で
特
徴
を

つ
く
る

こ
と
。
そ
こ
が
小
規
模

自
治
体

の
メ
リ

ッ
ト
．

文
化
を
産
業
に
し
た

米

仏

伊
が
成
功
例
．

文
化
力
　
文
化
資
本

は
人
間
性
と

『
場
』

の

」″
．地

域
に
暮
ら
す
人
々

か
ら
湧
き
Ｌ
が
る
生
活

の
中
の
文
化
の
活
性
化

が

『
内
か
ら
輝
く
』
。

地
域
に
暮
ら
す
人
の

満
足
が
地
域
の
魅
力
と

な
る
―
内
か
ら
輝
く
自

治
体
の
魅
力
が

「結
果

と
し
て
」
他
の
地
域
の

人
を
惹
き

つ
け
る
。

そ
の
政
策
は

ま
ず

地
域
の
人
々
の
心
や
幕

ら
し
を
豊
か
に
す
る
も

の
か
ど
う
か
だ
―
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

開
催
地
東
川
町

の
松

岡
町
長
は
　
「
東
川
は
、

鉄
道
、
国
道
、
上
水
道

の
二

つ
の
道
が
な

い
の

が
自
慢
。

し
か
し
、
お

い
し
い
水
、
う
ま

い
空

気
、
等
か
な
大
地
が
あ

る
。
写
真
甲
子
園
、
■

の
椅
子
と
写
真
プ

レ
ゼ

ン
ト
、
国
際
交
流
　
景

観
条
例
と
買
い
物
支
援

や
デ

マ
ン
ド
バ

ス
　
人

雪
旭
岳
源
水
、
地
下
水

サ
ミ

ツ
ト
な
ど
が
個
性

創
造
型

の
政
策

で
す
」

美
瑛
町
で
は

「
フ
ラ

ン
ス
で
も

つ
と
も
美
し

い
村
活
動
に
範
を
と
り
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
を
呼
び
掛
け
、

７
町
村

で
発
足
。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
認
証
を
受
け

Ｚυ
．栗

山
町
で
は

「
ふ
る

さ
と
教
育
」
と
し
て

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
飼
育

な
ど
の
自
然
体
験
プ

ロ

グ
ラ
ム
　
町
民
指
導
者
　
る
よ
ち
づ
く
り
。
ま
ち

（
Ｎ
Ｐ
９

と
の
連
携
．　
づ
く
り
推
進
会
議
か
ら

白
治
基
本
条
例

べ
。
昭

剣
淵
町
で
は

「
絵
本

和
６
０
年
か
ら

７
年
連

の
早
が
は
ぐ
く
む
子
ど

続
図
書
貸
出
率
日
本

一
。

も
た
ち
」
絵
本
を
キ
ー

　

住
民
の
住
民
に
よ
る

ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ
く
り
。
住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
、
住
民
に
よ
る
地

黒
松
内
町
は
ヨ
ー

ロ
　
方
自
治

福
祉

教
育
優

ッ
パ
で
は
生
物
多
様
性

先

の
ま
ち
づ
く
り
。

が
評
価
さ
れ
、
再
生
に
　
　
西
興
部
村

「
エ
ゾ

ン

多
大
な
投
資
を
し
て
い
　
力
猟
区
」
の
と
り
く
み
。

る
こ
と
か
ら

「
生
物
多

　

福
島
県
飯
館
村
か
ら

様
性
地
域
戦
略
策
定
と
　
は

「
お
カ
ネ

の
世
界
」

今
後

の
展
望
」
で
、
水
　
か
ら
「
い
の
ち
の
世
界
一

と
緑
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
べ
―
第
３
の
転
換
期
世

原
発
に
Ｎ
Ｏ
ｌ
　

自
然

界

一
安
全
な
国
が
危
な

の
中
を
散
策
し
、
飲
食
　
い
国

へ
。
「
ス
ロ
ー
ラ
イ

も
Ｏ
Ｋ
の
フ
ツ
ト
パ

ス
　
フ
」
を

「
ま
で
い
ラ
イ

も
盛
ん
に
。
環
境
保
護
　
フ
」

へ
。
日
舎
に
住
む

政
策
は
結
果
的
に
経
済

多
く
の
人
た
ち

の
精
神

に
プ
ラ
ス
に
な
る
（
人
、　
活
動
が
、
カ
ン
ト
リ
ー

モ
ノ
、
カ
ネ
が
動
く
）
。　
ラ
イ
フ
を
快
適
に
」

最
後
に
、
小
規
模
自

岩
手
県
葛
巻
町
で
は
、
治
体
な
ら
で
は
の
、
住

「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
　
民
参
加
が
地
域

の
文
化

ム
、
山
ブ
ド
ウ
が
原
料

力
を
高
め
、
住
民
の
地

の
葛
巻

フ
イ
ン
、
風
力

震
と
な
る
こ
と
が
重
要
。

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
　

地
元
に
経
済
効
果
　
雇

バ
イ
オ

マ
ス
発
電
で
１
　
用
効
果
を
も
た
ら
す
、

８
０
％
以
上

の
電
力
自

自
然

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活

給
率
。
」
　

　

　

　

　

　

用
を
進
め
る
こ
と
が
重

ヘ

:

訓
子
府
町
で
は
、
財

政
分
析

（
町
民

議
員

職
員
対
象
）
か
ら
自
立

へ
。
農
業
を
基
盤
と
す

要
、
災
害
時
の
応
急
活

動
の
連
携
や
合
併
に
反

対
な
ど
の
参
加
者
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
閉
会
し

ま
し
た
。



日本IL産党の地域新開 発行所 :日 本共産党夕張市妾員会 夕張市千代H2番地の 2

●● ●● ●●● ●●● ●●● ●● ●● ●●● ●● ●●● ●●● ●●● ●●● ●● ●● ●●● ●● ●●● ●●● ●● ●●● ●● ●●● ●●● ●●
 ■

新縁 の ク′Lキを フ ィー′ιドワ ー ク

～新掃 人南清 水 :R班 ～

5月 24日 午後から、「いつたい、産業廃棄物処理場

をどんな所に作ろうとしたのか、現地を見てみようJ

と、車でクルキ地区に出かけました。

国道 274号 を右に折れて細い道に入ると、「べえ、

こんな所行けるの ?初 めて通るJ「 あら、 ドジ ョウで

もいそ うな川だね。昔、こんな川でザ リガニとつた り

したよ。いい川だね J「 家があるよ。農家やってるの ?

ハ ウスたつてるよ。 この山奥でメロン作 つてるんだ

ね。大変だね。J「 やっと開墾 しただろ うに、荒地にな

ってるよ。離農 したのかねJこ の地区を開拓 した人た

ちの労古を感 じとりま した。

帰 りは清陵の慰霊碑へ.近 くに何や ら建つているの

を見て、「いやあ、あんなもの建つていたこと知 らな

かった。がっか りだよJ「 夕張に住んでいても、知 ら

ない所や知 らない事があるものだねJ「 市民運動が実

つて、 1と 川の美 しいクルキ地区に、産業廃棄物処理

場ができなくて本当に良かつたねJな ど、道々感想を

述べ合いなが ら、充実 した午後を過ごしま した。

TEL&lAN 52 3097 2012年 6月 3日  (口 )

厳 8回   学 と の 官 民
密 名 収 り し冨 り部 会 5
に の さ サ  ま 野 サ 会 議 月
検 所 れ イ  し の イ 長 環 25
査 員 た ク  た 埋 ク

V境
日

しが 袋 ル  ・ 立 ル は 部
｀

た 開 を 資   地 集 真 会 再
上 け 7源   を 積 谷 ⌒ 生
で て Sは   見 所 地 松 市

や  こ な 分 だ 担 F・0イ  梱
卜埋 と い 類 定 当 分 ク ド包
ン 立 で 袋 仕 め 者 の ル の さ
ビ 地 す が 分 ら の 資 集 写 れ
が で

°
あ け れ 話 源 積 真 て

飛 は  る さ た で ご 所 は い

び 力  と れ よ は み の
｀
ま

交 ラ  い て う
｀
で 2り し

う ス  う い に ま
｀
週 サ た

第 1428■ (2)

リ
サ
イ
ク
ル
集
積
所
・埋
立
地
見
学

再
生
市
民
会
議
環
境
部
会
で
、

中
で
の
見
学
と
な
り
ま

し
た
。

「
人

口
が
減
リ
ゴ
ミ
の

量
も
減

っ
て
き
た

の
で

ま

だ

・５
年

は

理

め

立

て
で
き
ま
す
」
と
担
当

者
は
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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高 速 道 路 の お か

げで、入場者が減

つ た の で は とい

う「物産館 Jで
おやつ タイム.

メ ロ ン熊 が い っ

ばい !

の理 立

「国
会
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

大
門

実
紀
史

「
網
走
紀
行
」

５
月

１９
日
、
は
じ
め
て
網
走
の
演
説
会
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
い
ち
ど
網
走
に
行
き
た
い
」
と
希
望
を
出
し
て
い
た
ら
、
急
き
よ

実
現
し
た
も
の
で
す
。

個
人
的
に
は
も
う

２０
回
以
上
、
網
走
を
た
ず
ね
て
い
ま
す
。
最
初

は
“
歳
の
夏
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
つ
な
が
る
野
性
的
な
能
取
湖
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
湖
口
が
護
岸
工
事
で
固
定
さ
れ
、
周
辺

道
路
も
整
備
さ
れ
す
ぎ
て
少
し
残
念
。
そ
れ
で
も
湖
は
茫
洋

（ぼ
う

よ
う
）
と
し
て
お
り
、
海
の
色
も
美
し
い
。
作
家
の
田
宮
虎
彦
は
能

取
の
岬
を
日
本
で
最
も
雄
大
な
岬
と
称
（た
た
）
え
ま
し
た
。
冬
は
極

寒
で
す
が
、
夕
照
の
流
水
を
見
れ
ば
、
誰
で
も
ま
た
網
走
を
訪
れ
た

く
な
る
は
ず
で
す
。

今
回
、
志
願
し
た
の
は
、
そ
ん
な
網
走
で
、
ど
う
い
う
方
々
が
日

本
共
産
党
を
支
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る

の
か
、
お
会
い
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

曇
り
空
の
風
が
冷
た
い
日
で
し
た
が
、
演
説
会
は
二
か
所
と
も
満

席
。
十
二
区
候
補
の
菅
原
誠
さ
ん
と
私
の
話
を
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
少
し
の
冗
談
に
も
大
き
な
反
応
が
あ
り
、

知
性
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
市
会
議
員
の
松
浦
敏
司
さ
ん
、

飯
田
敏
勝
さ
ん
と
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
懇
談
も
楽
し
か
っ
た
。
笑

い
が

一
番
の

「
ホ
ッ
カ
イ
ロ
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。

翌
朝
は
澄
ん
だ
青
空
。
網
走
の
党
を
支
え
る
方
々
の
ご
苦
労
と
明

る
さ
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
旭
川

へ
。
列
車
の
な
か
で
、
北
海
道
の

歌
人
、
小
日
観
蛍

（
お
だ
　
か
ん
け
い
）
が
女
満
別
で
詠
ん
だ
歌
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
「
蒼
空
を
　
お
の
が
こ
こ
ろ
に
　
生
く
べ
か
り

け
り
」
。
政
治
の
冬
は
続
き
ま
す
が
、
北
の
大
地
は
ウ
キ
ウ
キ
す
る

ほ
ど
い
い
季
節

で
す
。
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